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20082008年年33月期中間決算説明会月期中間決算説明会

20072007年年1111月月1414日日

当資料に掲載されている内容は、種々の前提に基づいたものであり、掲載された将来の計画数値、
施策の実現を確約したり、保証したりするものではありません。
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損益概況損益概況 ((前期比前期比))

((単位：億円単位：億円)) 2006/92006/9 2007/92007/9 増減増減 率率

売 上 高売 上 高 779779 840840 6161 7.9%7.9%

営 業 利 益営 業 利 益 8181 9696 1414 18.2%18.2%

営業外損益営業外損益 22 66 33 －－

経 常 利 益経 常 利 益 8484 102102 1818 21.6%21.6%

特 別 損 益特 別 損 益 --22 --55 --33 －－

税引前利益税引前利益 8181 9696 1515 18.4%18.4%

中間純利益中間純利益 4747 5858 1010 22.8%22.8%

一 株 当 た り一 株 当 た り
中 間 純 利 益中 間 純 利 益

37.8037.80円円 46.3746.37円円 8.578.57円円

一 株 当 た り一 株 当 た り
中 間 配 当 金中 間 配 当 金

77円円 88円円 11円円

売上高

エマージングマーケットを中心とした建設機械需要の
伸張、自動車業界の設備投資活発化による産業用ロ
ボットの回復等により増収。

営業利益

売上の増による

コストリダクション及び販売価格影響

原材料費の値上り

償却負担の増等

計

17億円

4億円

-1億円

-6億円

14億円

営業外損益

持分法投資利益の増加 3億円

特別損益

退職金制度の変更に伴う一時的損失 -3億円

増減要因
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輸送用機器輸送用機器
航空・油圧機器航空・油圧機器
産業用機器産業用機器

グループ会社
の整理

約－14億円

当初予想 83,000百万円
1Q時予想 83,000百万円

実績 84,057百万円

中間期営業利益中間期営業利益

当初予想 8,450百万円
1Q時予想 9,200百万円

実績 9,648百万円

中間期純利益中間期純利益

当初予想 4,700百万円
１Q時予想 5,100百万円

実績 5,890百万円

((百万円百万円))

((百万円百万円))

グループ会社
の整理

約－10億円

グループ会社
の整理

約－1億円
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精密機器事業精密機器事業

主要製品と顧客 (敬称略)
●精密減速機

ロボット： ファナック ・ 安川電機 ・ KUKA (独) ・ ABB （スウェーデン) 
工作機械： オークマ ・ ヤマザキマザック ・森精機製作所

半導体製造装置： 東京エレクトロン

((単位：百万円単位：百万円)) 2006/92006/9 2007/92007/9 増減増減 率率

売 上 高売 上 高 14,51414,514 15,46015,460 946946 6.5%6.5%

営 業 利 益営 業 利 益 1,6471,647 2,4292,429 782782 47.5%47.5%

営業利益率営業利益率 11.4%11.4% 15.7%15.7%

当初予想 15,000百万円
1Q時予想 15,000百万円

売上高

当初予想 1,950百万円
1Q時予想 2,400百万円

営業利益

自動車業界の設備投資が調整期を脱し、自動車業界の設備投資が調整期を脱し、
主力の産業用ロボット向け精密減速機主力の産業用ロボット向け精密減速機
が回復。が回復。

工作機械向けは引き続き好調。工作機械向けは引き続き好調。

新工場立上による生産性向上等により、新工場立上による生産性向上等により、
増益。増益。

精密減速機関連
約90%

その他
約10%

真空機器
光造形装置等

売上高構成比
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輸送用機器事業輸送用機器事業

主要製品と顧客 (敬称略)
●鉄道車両用機器 ブレーキシステム ドア開閉装置

JR各社 ・ 民鉄各社 ・ 川崎重工 ・ 日本車輌製造 ・北京地下鉄 ・ 他

●商用車用機器 エアブレーキ周辺機器

三菱ふそうトラック・バス ・ 日野自動車 ・ いすゞ自動車 ・ 日産ディーゼル工業

●舶用機器 ディーゼルエンジン遠隔制御装置

川崎重工 ・三井造船 ・ 三菱重工 ・ MAN Diesel (デンマーク)

((単位：百万円単位：百万円)) 2006/92006/9 2007/92007/9 増減増減 率率

売 上 高売 上 高 21,83121,831 23,95723,957 2,1262,126 9.7%9.7%

営 業 利 益営 業 利 益 2,6552,655 2,7702,770 115115 4.3%4.3%

営業利益率営業利益率 12.2%12.2% 11.6%11.6%

当初予想 24,000百万円
1Q時予想 24,000百万円

売上高

当初予想 3,000百万円
1Q時予想 3,000百万円

営業利益

鉄道車両用機器は中国大型プロジェクト鉄道車両用機器は中国大型プロジェクト
向けの減を国内車両更新需要がカバーし向けの減を国内車両更新需要がカバーし
増収。増収。

商用車用ブレーキ装置は国内特需収束商用車用ブレーキ装置は国内特需収束
も、トラック輸出が増え、売上高前年並み。も、トラック輸出が増え、売上高前年並み。

舶用機器は新造船の世界需要堅調、舶用機器は新造船の世界需要堅調、
売上高増加。売上高増加。

舶用機器の収益性改善等により増益。舶用機器の収益性改善等により増益。

鉄道車両用
機器
約55%

商用車用
機器
約25%

舶用機器
約20%

売上高構成比
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航空・油圧機器事業航空・油圧機器事業

主要製品と顧客 (敬称略)
●油圧機器

走行ユニット： コマツ ・ コベルコ建機 ・住友建機 ・新キャタピラー三菱 ・ ヤンマー建機

風力発電機用駆動装置： 三菱重工・他

●航空機器 フライトコントロールアクチュエーションシステム

ボーイング ・ 川崎重工業 ・ IHI ・ 三菱重工業 ・ 防衛省

((単位：百万円単位：百万円)) 2006/92006/9 2007/92007/9 増減増減 率率

売 上 高売 上 高 24,50024,500 27,91227,912 3,4123,412 13.9%13.9%

営 業 利 益営 業 利 益 2,0512,051 2,5122,512 461461 22.5%22.5%

営業利益率営業利益率 8.4%8.4% 9.0%9.0%

当初予想 27,000百万円
1Q時予想 27,000百万円

売上高

当初予想 1,800百万円
1Q時予想 2,100百万円

営業利益

油圧機器は国内外建設機械需要が油圧機器は国内外建設機械需要が
拡大、増収。拡大、増収。

風力発電機用駆動装置も増収。風力発電機用駆動装置も増収。

航空機器は防需関連が減少したものの、航空機器は防需関連が減少したものの、
民間航空機の好調により売上高増。民間航空機の好調により売上高増。

各事業の増収効果により増益。各事業の増収効果により増益。

航空機器
約30%

油圧機器
約70%

売上高構成比
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自動ドア
約65%

包装機
約20%

その他
約15%

産業用機器事業産業用機器事業

主要製品と顧客 (敬称略)
●自動ドア

各種建物用自動ドア：大手ゼネコン各社 ・ トステム ・ Michaels (米国手芸品店チェーン) ・他
プラットフォームドア： ゆりかもめ ・ 東京地下鉄 ・ 天津地下鉄 (中) ・ ソウルメトロ (韓)

●包装機 食品充填包装機

味の素 ・ 日本ハム ・ 大塚食品 ・ ハウス食品 ・ 森永乳業 ・ ロッテ ・ Nestle (スイス)

((単位：百万円単位：百万円)) 2006/92006/9 2007/92007/9 増減増減 率率

売 上 高売 上 高 17,08817,088 16,72616,726 --362362 --2.1%2.1%

営 業 利 益営 業 利 益 1,8071,807 1,9361,936 129129 7.1%7.1%

営業利益率営業利益率 10.6%10.6% 11.6%11.6%

当初予想 17,000百万円
1Q時予想 17,000百万円

売上高

当初予想 1,700百万円
1Q時予想 1,700百万円

営業利益

自動ドアは海外向けプラットフォームドア自動ドアは海外向けプラットフォームドア
の増加により増収。の増加により増収。

包装機はペットフード向け輸出が好調。包装機はペットフード向け輸出が好調。

等速ジョイント加工機は自動車業界の等速ジョイント加工機は自動車業界の
設備投資回復に伴い、増収。設備投資回復に伴い、増収。

海外子会社の譲渡による売上高減少海外子会社の譲渡による売上高減少
約約1010億円。億円。

自動ドア、包装機を中心とした収益性自動ドア、包装機を中心とした収益性
向上により増益。向上により増益。

専用工作機
福祉機器等

売上高構成比
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B/SB/S概況概況

（単位：億円）（単位：億円） 2006/92006/9 2007/92007/9 差異差異 コメントコメント

1,5021,502
151151
469469
106

176176

52

439439

783783
181181
718718
3939

45.2%45.2%

（ 現 預 金 等 ）（ 現 預 金 等 ） 245245
143143
9494
1818

売上債権回転日数 104 -2

棚卸資産回転日数 56 4

2828

--66

5454
5959
8989
44

資 産資 産 1,6461,646

（ 売 上 債 権（ 売 上 債 権 ）） 488488 売上増による売上増による

（ 棚 卸 資 産 ）（ 棚 卸 資 産 ） 205205 売上増対応売上増対応

（ 有 形 固 定 資 産 ）（ 有 形 固 定 資 産 ） 432432

負 債負 債 837837
（ 有 利 子 負 債 ）（ 有 利 子 負 債 ） 241241 転換社債の発行転換社債の発行

純 資 産純 資 産 808808
（ 少 数 株 主 持 分 ）（ 少 数 株 主 持 分 ） 4343
※※ 自己資本比率：自己資本比率： 46.5%46.5%
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キャッシュ・フロー＆有利子負債推移キャッシュ・フロー＆有利子負債推移
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設備投資額・研究開発費・減価償却費設備投資額・研究開発費・減価償却費

((百万円百万円)) 2006/92006/9 2007/92007/9 2008/32008/3計画計画

設備投資額設備投資額 4,3574,357 2,1252,125 7,5007,500

研究開発費研究開発費 1,9681,968 1,9901,990 4,1004,100

減価償却費減価償却費 2,2142,214 2,4222,422 5,6005,600

更新･
合理化

37%

その他
16%

新製品
8%

増産
対応
39%

輸送用
機器
20%

産業用
機器
12%

本社
8%

精密
機器
15%

セグメント別設備投資額セグメント別設備投資額

2,1252,125
百万円百万円

航空･油圧機器
45%

目的別設備投資額目的別設備投資額

2,1252,125
百万円百万円
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損益見通し損益見通し

((単位：億円単位：億円)) 2007/32007/3 2008/32008/3 増減増減 率率

売 上 高売 上 高 1,6141,614 1,6801,680 6565 4.1%4.1%

営 業 利 益営 業 利 益 164164 188188 2323 14.4%14.4%

経 常 利 益経 常 利 益 168168 195195 2626 15.6%15.6%

当期純利益当期純利益 9797 110110 1212 12.4%12.4%

一 株 当 た り一 株 当 た り
配 当 金配 当 金 1414円円 1616円円((予予)) 22円円

売上高

建設機械の好調、自動車業界の設備投資回復、
造船需要の増等の事業環境により増収。
グループ会社の譲渡による減26億円をカバー。

営業利益

売上の増による

コストリダクション及び販売価格影響

原材料費の値上がり

償却負担の増等

計

26億円

12億円

-4億円

-11億円

23億円
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（百万円）（百万円）

事業セグメント別売上高・営業利益見通し事業セグメント別売上高・営業利益見通し

【営業利益･当期純利益】【営業利益･当期純利益】

（百万円）（百万円）

当期純利益当期純利益

グループ会社
の整理

約－26億円

精密機器精密機器
輸送用機器輸送用機器
航空・油圧機器航空・油圧機器
産業用機器産業用機器

【売上高【売上高】】
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プレーバックロボット国内生産台数推移
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■経済産業省調査(実績)
■当社予測

（単位：百万円）（単位：百万円） 20072007年年33月期月期
実績実績

20082008年年33月期月期
見通し見通し

増減増減 率率

売 上 高売 上 高 29,53229,532 31,40031,400 1,8671,867 6.3%6.3%
35.5%35.5%

自動車業界の設備投資活性化によ自動車業界の設備投資活性化によ
り産業用ロボット向け減速機が回復り産業用ロボット向け減速機が回復
工作機械向けも拡大。工作機械向けも拡大。

新工場増設効果が寄与。新工場増設効果が寄与。
営 業 利 益営 業 利 益 3,5423,542 4,8004,800 1,2581,258
営業利益率営業利益率 12.0%12.0% 15.3%15.3%
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5,000t以上の2サイクル船世界建造隻数推移
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世界電車製作両数推移
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（単位：百万円）（単位：百万円） 20072007年年33月期月期
実績実績

20082008年年33月期月期
見通し見通し

増減増減 率率

売 上 高売 上 高 45,72545,725 46,70046,700 975975 2.1%2.1%
--1.7%1.7%

営業利益率営業利益率 12.0%12.0% 11.6%11.6%

鉄道車両用機器は中国大型プロジェ鉄道車両用機器は中国大型プロジェ
クト向けの減少を国内更新需要がクト向けの減少を国内更新需要が
カバーし、売上高前年並みも、製品カバーし、売上高前年並みも、製品
構成差により減益。構成差により減益。

商用車用機器は補修品の減少によ商用車用機器は補修品の減少によ
り減収の見込み。り減収の見込み。

舶用機器は世界的造船需要拡大が舶用機器は世界的造船需要拡大が
持続し、増収。持続し、増収。

営 業 利 益営 業 利 益 5,4935,493 5,4005,400 --9393

図表：当社調査

見通し 見通し 見通し
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風力発電年間設置容量推移

15,016

25,730
28,835

21,980
19,452

0

10,000

20,000

30,000

2006 2007 2008 2009 2010CY

MW

その他

アジア

北米

欧州

航空・油圧機器業績見通し航空・油圧機器業績見通し

（単位：百万円）（単位：百万円） 20072007年年33月期月期
実績実績

20082008年年33月期月期
見通し見通し

増減増減 率率

売 上 高売 上 高 50,00350,003 55,30055,300 5,2975,297 10.6%10.6%
30.3%30.3%

油圧機器は建設機械の世界的な高油圧機器は建設機械の世界的な高
レベルの需要に支えられ増収。レベルの需要に支えられ増収。

風力発電機用駆動装置も拡大の風力発電機用駆動装置も拡大の
見通し。見通し。

航空機器は民間機向け補修ビジネ航空機器は民間機向け補修ビジネ
スも回復、増収。スも回復、増収。

営 業 利 益営 業 利 益 3,4543,454 4,5004,500 1,0461,046
営業利益率営業利益率 6.9%6.9% 8.1%8.1%

油圧ショベル世界需要推移

179
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212 224
237
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その他
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中国

日本

航空機大手2社納入機数推移
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1,182
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機
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図表：当社調査
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産業用機器業績見通し産業用機器業績見通し

国内向け自動ドア生産台数推移

142
147 150 153 156

100

120

140

160

2006 2007 2008 2009 2010FY

千台

■全国自動ドア協会調査
■当社予想

（単位：百万円）（単位：百万円） 20072007年年33月期月期
実績実績

20082008年年33月期月期
見通し見通し

増減増減 率率

売 上 高売 上 高 36,18336,183 34,60034,600 --1,5831,583 --4.3%4.3%
4.2%4.2%

営業利益率営業利益率 10.9%10.9% 11.8%11.8%

自動ドアのシェア維持。自動ドアのシェア維持。

プラットフォームドアは国内外でプラットフォームドアは国内外で
増加。増加。

包装機械は国内外需要の増加に包装機械は国内外需要の増加に
より増収。より増収。

海外子会社の売却による売上高減海外子会社の売却による売上高減
約約2626億円。億円。

営 業 利 益営 業 利 益 3,9363,936 4,1004,100 164164
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目標とする経営指標目標とする経営指標

20082008年年33月期見通し月期見通し 20082008年年33月期月期
≪中期経営計画最終年度≫≪中期経営計画最終年度≫

売上高売上高 1,6801,680億円億円

110110億円億円

14.3%14.3%
6.7%6.7%

200200億円億円(3(3ヵ年累計ヵ年累計))

0.280.28

当期純利益当期純利益

1,5501,550億円億円

9595億円億円

15%15%
8%8%

250250億円億円(3(3ヵ年累計ヵ年累計))

0.050.05

ROEROE
ROAROA
フリーフリーCFCF
D/ED/Eレシオレシオ

(2005(2005年年55月公表月公表))

2009年3月期を初年度とする次期中期経営計画(3ヵ年)は2008年5月発表の予定
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アジェンダアジェンダ

第一部第一部
I.   2008I.   2008年年33月期中間連結業績概況月期中間連結業績概況

II.  2008II.  2008年年33月期連結業績見通し月期連結業績見通し

第二部第二部
建設機械用走行ユニットの特徴と建設機械用走行ユニットの特徴と
その市場展開その市場展開
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当社製品をよりご理解いただくために当社製品をよりご理解いただくために

精密減速機精密減速機

鉄道車両用機器鉄道車両用機器 商用車用機器商用車用機器 舶用機器舶用機器

航空機器航空機器 油圧機器油圧機器

自動ドア自動ドア

ナブテスコ主力ナブテスコ主力77事業事業 ((単体単体))
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ナブテスコ技術本部

建設機械用走行ユニット建設機械用走行ユニット
の特徴とその市場展開の特徴とその市場展開
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NabtescoNabtesco

40%40%OthersOthers

中小型用 大型用

No.1No.1

国内シェア約国内シェア約40%40%

パワーショベル用走行ユニットパワーショベル用走行ユニット

走行走行

ユニットユニット



25

減速機：

・インシュー丸型

・遊星２段減速機

・耐衝撃に優れる

・土砂磨耗に強い

油圧モータ：

・２速斜板モータ

・ﾊﾟｰｷﾝｸﾞﾌﾞﾚｰｷ付　　

ﾌﾞﾚｰｷ弁：

・ショックがない停止

・走行フィーリング良

走行ユニット　構造上の特徴走行ユニット　構造上の特徴

世界初のインシューモータ
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ショベル用

ミニ用

見込み

ラインナップと生産量推移ラインナップと生産量推移

GM GM GM GM GM GM GM GM GM GM GM
04VA 06VA 10VA 21VA 24VL 38VB 45VA 50VA 60VA 70VA 80VA

適用 2.5 3 6 10 14.5 18 25 27 30 38 40
機体重量 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜

(ton) 4.5 6 10 14.5 18 25 27 30 38 40 48

型式

小型
主力機種

中型
主力機種 全１１機種

大型
主力機種

ショベル用走行ユニット生産量推移

ラインナップ
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将来日本は開発センター将来日本は開発センター
　　高付加価値製品、　　高付加価値製品、
　　新製品製造に特化　　新製品製造に特化

垂井工場垂井工場

西神工場西神工場

小型・中型走行ユニット小型・中型走行ユニット

大型走行ユニット大型走行ユニット

上海ナブテスコ（中国）上海ナブテスコ（中国）

中国現地生産メーカー向け走行ユニット生産中国現地生産メーカー向け走行ユニット生産

生産能力：月産　３千個強

生産能力：月産　１万個弱

生産能力：月産　２千個弱

生産拠点生産拠点
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インドインド

中国中国

トルコトルコ
欧州欧州 北米北米

中・大型走行ユニット中・大型走行ユニット

中・大型走行ユニット中・大型走行ユニット

中・大型走行ユニット中・大型走行ユニット

中・大型走行ユニット中・大型走行ユニット

走行ユニットの海外拡販走行ユニットの海外拡販

部品の相互補完部品の相互補完

中型走行モータは
中国で現地生産

大型走行ユニット大型走行ユニット

全量の約１０%を直接輸出
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2007年 2008年 2009年 2010年 2011年～2014年

社会ﾆｰｽﾞ　
建設機械

次世代走行ユニット

　　電動駆動化・システム化

　　省エネ・低騒音・高効率

ｼｮﾍﾞﾙ以外
用途ﾓｰﾀ

ショベル

走行ﾕﾆｯﾄ

排ガス規制Tier4
環境対応　・　省エネ

出力ｱｯﾌﾟ、効率向上、ｺｽﾄ改善

拡販（国内、欧米、中国、ｲﾝﾄﾞ、韓国）

Tier4対応　ｺｽﾄ改善（ｺﾝｶﾚﾝﾄ設計）、高圧化、効率向上

大型　開発

小型　開発

ｸﾚｰﾝ巻上

ｳｨﾝﾁ用

ｱﾝﾀﾞｰｷｬﾚｯｼﾞ
走行用

50～70ton用 大型ｳｲﾝﾁ

小型ﾀｲﾌﾟ 中型ﾀｲﾌﾟ

その他用途
走行ﾓｰﾀ

走行ユニットのロードマップ走行ユニットのロードマップ

中型　開発

排ガス規制Tier3対応
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・高減速比
・高剛性
・高品質

250万台の実績

（1986年～2007年3月）

産業ロボット用精密減速機

180万台の実績

（1977年～2007年9月）

建設機械用油圧走行ユニット 風車用駆動装置

走行ユニットの風車用駆動装置への展開走行ユニットの風車用駆動装置への展開

Yaw駆動装置
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建機・農機（走行､ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ､ｳｨﾝﾁ､他）　　　　　　　　風力発電機 （駆動）

耐衝撃・高減速比
メガワット

風力発電機用
駆動装置

油　圧 電　動
電子制御（システム）

２００３年

２０１１年

２００７年

新製品

省エネ

次世代型
建機

コア技術と製品展開コア技術と製品展開

GM-X

走行ユニット
ＧＭ

高集積化技術
トライボロジー
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